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物
価
高
騰
か
ら
市
民
生
活
を
守
る

　市
民
の
生
活
を
物
価
高
騰
が

引
き
続
き
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　過
去
最
大
規
模
と
な
る
国
の

令
和
５
年
度
予
算
案
が
賛
成
多

数
で
可
決
。
物
価
へ
の
機
動
的

な
対
応
や
子
育
て
支
援
の
強

化
、
中
小
企
業
の
賃
上
げ
促
進

な
ど
、
公
明
党
の
主
張
が
随
所

に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、

物
価
高
騰
へ
の
対
応
が
急
務
。

公
明
党
は
「
状
況
に
応
じ
て
予

備
費
を
投
入
し
国
民
生
活
を

し
っ
か
り
と
守
る
べ
き
」
と
追

加
策
の
検
討
を
要
請
。
こ
う
し

た
動
き
を
受
け
、
市
議
団
と
し

て
、
国
の
物
価
高
騰
対
策
の
補

正
予
算
確
定
を
受
け
、
３
月
16

日
、
山
中
市
長
に
対
し
「
物
価

高
騰
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
の

緊
急
要
望
書
」
を
提
出
。
特
に

好
評
だ
っ
た
レ
シ
活
の
再
実
施

を
要
望
し
ま
し
た
。
横
浜
市
も

物
価
高
騰
か
ら
市
民
を
守
る
た

め
、
国
に
よ
る
各
種
対
策
の
円

滑
な
執
行
と
共
に
、
今
後
想
定

さ
れ
る
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
積
み
増
し
を
、
迅
速
か
つ
有

効
に
活
用
す
る
方
針
で
す
。

困
っ
て
い
る
方
を
支
援

　今
、
困
っ
て
い
る
方
を
支
援

す
る
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
対
策
が

必
要
。
市
長
に
対
し
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
な
ど
の
物
価

高
騰
対
策
と
市
民
の
消
費
喚
起

策
に
資
す
る
実
効
性
の
あ
る
対

策
を
求
め
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か

①
多
く
の
世
帯
が
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を

利
用
し
て
い
る
実
態
を
踏
ま
え

た
負
担
軽
減
策
。
②
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
活
用
な
ど
を
含

め
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
低

所
得
世
帯
へ
の
支
援
。
③
児
童

扶
養
手
当
受
給
者
な
ど
、
ひ
と

り
親
世
帯
や
、
住
民
税
の
均
等

割
が
非
課
税
の
子
育
て
世
帯
を

対
象
に
し
た
給
付
金
の
支
給
。

④
給
食
費
や
教
材
費
等
の
保
護

者
負
担
の
軽
減
策
。
⑤
電
気
料

金
の
負
担
軽
減
策
が
行
届
い
て

い
な
い
中
小
事
業
者
等
の
負
担

軽
減
な
ど
を
要
請
し
ま
し
た
。
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